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第11回準備委員会のお知らせ
＊傍聴も大歓迎
日時　3月17日(月)13:40～
会場　町民センター3階　講堂
テーマ　
基本構想・基本計画の最終確認と
次年度の取り組みについて

避難行動要支援者名簿とは？

避難行動要支援者名簿への登録方法

　災害が発生したとき、自力で避難することが難しく、支援を必要とする方（避難行動要支援者）から事前に同意を得て、

避難支援等関係者へ名簿を提供し、災害時の避難支援や安否確認などの支援につなげるものです。

　今回新たに避難行動要支援者名簿の登録対象者（上記①～⑧）になった方には「避難行動要支援者の避難行動支援に

ついてのお知らせ」「避難行動要支援者名簿登録同意書」を２月下旬に郵送します。必要事項を記入のうえ、同封の返信

用封筒で返信してください。

　なお、登録状況の確認、変更、新たに障害の認定、要介護認定などを受けられた方のうち、避難行動要支援者名簿への

登録を希望する場合は、随時登録の申し込みを受け付けていますので、保険福祉課までお問い合わせください。

自宅にお住まいで、避難時に自力で避難すること

が困難な次の方々が対象です。

① 65歳以上の高齢者のみの世帯

② 要介護認定者（要介護１～５）

③ 身体障害者手帳保持者　　　　

④ 療育手帳保持者

⑤ 精神障害者保健福祉手帳保持者

⑥ 妊産婦・乳幼児のいる世帯

⑦ 難病患者

⑧ ひとり親世帯

⑨ ①～⑧の要件に該当せず、災害時に自力で　 

　　避難することが困難な方

・ 住所

・ 氏名　

・ 生年月日　

・ 連絡先　

・ 支援が必要な理由  

・ 身体や暮らしの状況

・ 緊急連絡先氏名

・ 本人とのご関係

・ 住所　

・ 連絡先

◆本人の情報

◆緊急連絡先の情報

　いざというとき、一人で避難できない方を支援する制度があります。それには名簿への登録が必要です。

　近年、日本各地で多発する自然災害により、多くの方が被災されています。真鶴町でも、昨年、豪雨により一部地域に

土砂災害が発生しています。大きな災害が発生しても、消防や警察等の行政機関は、直ぐに救助に来るとは限りません。

日頃から、災害時に自らの身を守り、お互い助け合う「自助・共助」の心構えが大切となります。一人でも多くの生命と

身体を守り、迅速かつ円滑な避難を実施するために、災害時避難行動要支援者名簿への登録に御協力ください。

名簿の登録対象者 名簿へ登録する情報

！

※避難行動要支援者名簿登録同意書の提出や同意をすることで、避難支援等関係者から災害発生時に

おける避難行動の支援を受ける可能性が高まりますが、災害時の避難行動の支援が必ずなされることを

保証するものではありません。また、避難支援等関係者は、法的責任や義務を負うものではありません。

※今回の登録・発送対象者は令和6年12月31日現在のデータを使用しています。

「災害時避難行動要支援者名簿」 への登録を受付けています

問い合わせ　保険福祉課　☎内線２３５

学校の基本構想・基本計画を検討しました

問い合わせ　教育課教育総務係　☎ 内線434

第９回学校建設

準備委員会 概要報告

　昨年12月17日、町民センター３階講堂において「第９回真鶴町学校建設
準備委員会」が開かれました。今回のくじは、宝石と宝石箱を題材に作られ
ており、「子どもたちや先生、町民の方々の宝石のような笑顔がたくさんつ
まった宝石箱のような学校を委員の皆さんと力を合わせて作り上げたい。」
という事務局の言葉から会議が始まりました。
　それでは、第９回学校建設準備委員会の協議内容等について報告します。

　現在の教育制度が整備された戦後と比べ、子ども
の発達が２年程度早まっていると言われています。
義務教育期間の子どもたちの発達段階の特性は大き
く次の３段階に分かれると考えました。(右図参照)
　そうした「発達段階の特性に応じた教育活動」な
らびに「真鶴町に合った９年間の系統的・連続的な
学びと育ちが充実」する学年段階の区切りについて
協議し、「４－３－２制」の学年段階の区切りとす
ることに決まりました。
　なお、「学年段階の区切り」はあくまでも、学習
面・生活面から考えるものであり、教育課程編成の
区分として厳格に用いるものではありません。

「学年段階の区切り」は「４－３－２制」に決定

委員会の
議事録はこちら

基本構想・基本計画（案）に対するパブリックコメント募集中

◆発達段階の特性の３つの区分
１～４年生・・・（４年間）
５～７年生・・・（３年間）

８～９年生・・・（２年間）

「６－３制」よりも「４－３－２制」の方が、上級生のリーダ
ーシップと下級生のフォロワーシップを発揮する機会が多くな
る利点がある。各ステージでリーダーシップとフォロワーシッ
プを段階的に育むことが大切。／義務教育学校の中で、「個で
はなくチームで子どもたちを見ていく」ためには、「４－３－
２」の区切りは有効。／保護者目線で、真鶴町の幼保小中の先
生方は非常によく子どものことを見てくれている。この良い土
壌を基に、「４－３－２」の区切りでさらに発展させていただ
きたいです。

４年生は「９つから10歳」になる、いわゆる「つ」がとれる
歳。発達段階として大きく成長する４年生の段階で１から４
年生のリーダーを経験することで、自信などの非認知能力を
育むことが期待できる。／上級生から下級生に対する思いや
りの心や下級生から上級生に対する憧れの気持ちを醸成する
ことを大切にしたい。／小中校舎施設統合のタイミングで、
できることからチャレンジし、区切りのよりよいあり方につ
いて柔軟に考えてほしい。

　町教育委員会では、義務教育学校の開設に向けて、幼(保)小中一貫教育の基本コンセプト、建設の整備方針、施設計画・配置
などについてまとめた「真鶴町小中一貫教育校建設基本構想・基本計画（案）」を公表し、広く意見を求めるパブリックコメ
ントを実施しています。なお、「基本構想・基本計画（案）」は、町ホームページで閲覧できます。また、印刷したものをご
覧になりたい場合は、真鶴町民センター２階・まなづる図書館・役場１階税務町民課カウンターでご覧になれます。

●募集期限︓2025年２月12日（水）まで消印有効
●提出方法︓次のいずれかの方法でご提出ください。
　①持参による提出…真鶴町民センター２階　教育課カウンター
　②郵送による提出…〒259-0202　真鶴町岩172-8　教育課宛
　③右の二次元コードからe-Kanagawa電子申請による提出

◆「４－３－２制」とする主な理由
（１）第４学年までに基礎学力の確実な習得を図り、小４ビハイン
　　　ド（第４学年までの算数等のつまずき）を解消するため
（２）小中段階・ステップの段差を小さくし、いわゆる「中１ギャ
　　　ップ」を解消するため
（３）小・中学校段階にまたがる区切りをあえて設けることによっ
　　　て、小中の教員が互いに小・中学校段階の良さを学び合い、
　　　協働する仕組みづくりのきっかけとするため
（４）第５学年から第７学年までのカリキュラムの工夫を、真鶴ら
　　　しい教育の特色の一つとするため

学習・生活の基礎基本を定着させる時期
学習・生活の基礎基本を生かし、主体的
・探究的な学習に充実・進化させる時期
学習・生活の完成期　　
将来の夢や自己実現に向かう力を育成す
る時期

委員の方々からは、次のようなご意見をいただきました。

真鶴町
ホームページ

e-Kanagawa
電子申請


